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１．百間川の変遷

旭川は、文禄3年（1594）、宇喜田秀家が岡山城
の防護を目的として城を囲むように川を大きく蛇行
させて付け替えたため、岡山城下は幾度となく洪水
に見舞われるようになりました。

その後、岡山市をはじめとする氾濫区域内の経

済的・社会的変化等による治水安全度の向上の必

要性から、平成4年に治水計画を見直しました。

このため、岡山城下及び上道郡の水害防御と新田開
発を目的として、江戸時代に現旭川放水路（百間川）
が築造されました。

戦後、昭和9年洪水（既往最大出水）や市街化の

進展に伴い、旭川・百間川沿川の治水機能向上の

ため、昭和49年度に堤防の築堤、河道整備など百

間川の本格的な改修に着手しました。

あさひがわ うきた ひでいえ

じょうどうぐん

ただし、当時は旭川から中川（操山沿い）を堤防
でつなぎ、中川の在来堤防を嵩上げ・拡幅した程度
の改修だったと記されています。

百間川整備前

操山

百間川堤防整備後

操山

百間川

平成４年平成４年 治水計画の見直し

※百間川への分流量 2,000ｍ3/ｓ

治水計画の見直し

※百間川への分流量 2,000ｍ3/ｓ

明治34年明治34年
岡山市玉柏より下流を直轄河川に指定 （改

修工事は岡山県）

岡山市玉柏より下流を直轄河川に指定 （改

修工事は岡山県）

昭和41年昭和41年
１級河川の指定に伴い、治水計画を策定

※百間川への分流量 1,200ｍ3/ｓ

１級河川の指定に伴い、治水計画を策定

※百間川への分流量 1,200ｍ3/ｓ

大正15年大正15年
旭川改修計画を樹立するとともに国が改修

工事に着手（内務省大阪土木事務所）

旭川改修計画を樹立するとともに国が改修

工事に着手（内務省大阪土木事務所）

昭和９年昭和９年 昭和9年洪水（既往最大）に基づき、旭川改

修計画を改定 ※百間川を放水路として整備

昭和9年洪水（既往最大）に基づき、旭川改

修計画を改定 ※百間川を放水路として整備

現 在現 在
平成９年の河川法改正に基づき、河川整備基

本方針を策定中

平成９年の河川法改正に基づき、河川整備基

本方針を策定中

旭川・百間川の改修経緯
平成9年には百間川分流量（2,000m3/s）に対応

した堤防が概成するとともに、平成17年度末には

支川砂川の関連改修区間が完成しています。

-６-

【 】は、基本高水流量

単位：m3/s旭川の治水計画（流量配分図）

流域内の洪水調節

施設により調整
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２．百間川河口水門築の必要性

旭川の後楽園及び東西中島地区周辺では、流下能力が不足しており、治水上のネックとなっていますが、
市街地であるため、改修完成までに多くの時間と費用が必要です。
百間川は、堤防が概成し、支川砂川の関連改修区間が完成していますが、河口部にある百間川河口水門
の流下能力が計画流量の約６割しかないことから、計画流量規模の洪水が起こった場合、河口部で堰上げ
が起こり、堤防の越水や破堤等による浸水被害が生じる可能性があります。
また、分流部は越流堰による自然越流方式であり、既存の規模では、計画流量を百間川へ安全かつ確実
に分流することができないため、旭川の放水路としての治水効果を発現することができません。

治水効果が発現できない百間川

こうらくえん

百間川河口水門

計画高水流量

現況流下能力

/s
2,000m3/s

2,450m3/s

百間川河口水門を増築することにより流下能力
が大幅にＵＰ

百間川分流部及び上流部の河道は流下能力が
不足

旭
川
→
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百間川河口水門

既設水門だけでは計画流量の約６
割しか排水能力がない

東西中島地区周辺

市街地であり、改修に多くの
時間と費用を要する

現況の分流堰では計画流量
を分流できない

百間川分流部

※）昭和９年規模の洪水（既往最大）が起

きた場合の現況の浸水イメ－ジを表したも
のです。
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３．増築水門の特性

増築水門の３つの機能

百間川河口部は築造当時から、効率的な排

水処理により、「洪水対策」「内水対策」

「高潮対策」の３つの役割を果たしてきま

した。

今回増築する水門も築造当時からの３つの

機能を果たしつつ、百間川への洪水分流量

の増加に対応した「洪水対策」機能の拡大

を図ります。

ひゃっけんがわ
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＜内水対策＞

干満差を利用したゲ－ト操作により、流入

する小河川の内水をまとめて排水します。

庄内川水門・排水機場の様子（昭和55年完成）

市街化の進展により被災範囲は拡大

百間川河口水門を増築して放水路の治水効果を発現させる

死者：110人、浸水家屋：46,131戸、浸水面積：
19,790ha

浸水家屋：984戸
浸水面積：300ha

出水量：下牧観測所（推定値）

被害：岡山県全域（旭川流域）
死者：79人、浸水家屋：32,278戸、浸水面積：
18,561ha（田畑のみ）

＜洪水対策＞
計画流量に対応した排水能力を確保し、

洪水時にはゲートを全開して百間川の洪

水を円滑に流下させます。

平成10年10月洪水の様子（分流部付近）

旭
川

百間川

＜高潮対策＞

高潮時はゲートを全閉して、百間川への

塩水の流入を防ぎます。

平成16年8月高潮による痕跡（岡山市江並地先）

痕跡水位



増築水門は、「ライジングセクタゲート」を採用

しています。

【 既設水門：従来型の引き上げ式ゲ－ト 】

【 増築水門：ライジングセクタゲート 】

【
景
観
性
】

【
耐
震
性
】

【
経
済
性
】

堰柱や開閉機室が上部に突出さな
いため、構造物の高さを低く抑え
ることができます。

門柱上部に開閉機室が不要となる
ため、構造物の安定性が増し、耐
震面で優れています。

本水門は水門幅が長く、ゲ－ト規模
が堰柱規模に左右されにくい本ゲ－
トが経済性に優れています。

児島湾

児島湾
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開閉装置

円盤

(川側)

(海側)

上流

下流

増築水門のゲ－ト構造：ライジングセクタゲ－ト

百間川河口水門増築工事 施工順序
百間川河口水門増築事業は、平成13年度に着手し、平成24年度末完成を

めざしています。

このゲ－トはシェル構造の扉体の両端が円盤と

なっており、円盤を回転させることにより扉体を

開閉する形式です。現在、国内では住吉水門（揖

斐川）など６施設が完成しています。
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①仮桟橋設置→②仮橋設置→③残土処理地整備→④川側仮締切設置→⑤水門本体・左右岸防潮堤

→⑥河床掘削→⑦ゲ－ト設備→⑧管理橋→⑨海側仮締切設置→⑩旧提撤去→⑪仮設物撤去

既設水門

百間川

②仮橋設置

①仮桟橋設置

④川側仮締切設置

⑥河床掘削

⑨海側仮締切設置

⑩旧堤撤去⑪海側仮締切撤去

⑪川側仮締切撤去 ⑪仮橋撤去

⑪仮桟橋撤去

③残土処理地整備
新水門

⑧管理橋

⑤水門本体・左右岸防潮堤

児島湾

⑦ゲ－ト設備



４．増築水門と既設水門の構造等諸元

4.0m幅 員

管理橋

シェル構造ローラゲートゲート形式

約14億円 （昭和38～昭和42年度）事業費（事業期間）

136.6m 橋 長

ポステンT 桁橋形 式

電動単ドラムワイヤロープ巻取式開閉装置形式

5.85m 揚 程

6.00m（H.P+3.80m－H.P-2.20m＝6.0m）扉 高

H.P+3.65m（旧百間川計画堤防高）ゲート引上げ下端高

H.P+3.80m（旧計画高潮堤防高）ゲート天端高

H.P‒2.20m 敷 高

20.0m 純径間

138.0m（径間長23.0m×6 門）水門の全長

既 設 水 門 構 造 諸 元 等

事 業 位 置

既設水門 増築水門

児島湾

百間
川

7. 0m幅 員

管理橋

ライジングセクタゲートゲート形式

約120億円

113.7m 橋 長

３径間連結連続PC ポステンT 桁橋形 式

事業費

油圧モータ・ラック式（片側4 台駆動）開閉装置形式

6.15m 揚 程

6.9m（H.P+4.70m－H.P-2.20m＝6.9m）扉 高

H.P+3.95m（百間川計画堤防高）ゲート引上げ下端高

H.P+4.70m （計画高潮堤防高）ゲート天端高

H.P‒2.20m 敷 高

33.4m 純径間

113.7m（径間長37.9m×3 門）水門の全長

増 築 水 門 構 造 諸 元 等

側 面 図 （既設水門）側 面 図 （増築水門）

児島湾 百間
川

旧百間川計画堤防高
H.P＋3.65m

児島湾 百間川

床版 捨石

← 百間川← 百間川

護床工 30,000
水叩 28,00 0 堰柱床版 25,600 護床工 30,000

2,600 5,000 9,500 10,000 20,000

捨石

護床工A 20 ,000 水叩 10,0 00 護床工 30 ,000護床工B 30 ,000 堰柱床版 25,350

10,000 10,000 15,000 15,000

広幅鋼矢板Ⅱw型 L=3.0m

ｺﾝｸﾘ-ﾄﾌﾞﾛｯ ｸ（0.5t型） 捨石（200k g～500kg程度）

1：
2.0

捨石（200k g～500kg程度）

H.W.L H.P＋2.45m H.W.L H.P＋2.45m
計画高潮位 H.P＋3.15m

計画河床高 H.P-2.2m 計画河床高 H.P-2.2m

計画高潮位 H.P＋2.42m

ｺﾝｸﾘ-ﾄﾌﾞﾛｯ ｸ（3t型） ｺﾝｸﾘ-ﾄﾌﾞﾛｯ ｸ（6t型）

百間川計画堤防高
H.P＋3.95m

H.P-4.6m H.P-4.0m

計画高潮堤防高 H.P＋4.7m
旧計画高潮堤防高 H.P＋3.8m

五蟠角樋 五蟠水門 中五蟠樋 洗手樋 唐樋 巽屋樋

旧百間川河口水門（児島湾側より望む：昭和28年9月撮影）

ご
ば
ん
か
く
ひ

ご
ば
ん
す
い
も
ん

な
か
ご
ば
ん
ひ

あ
ら
て
ひ

か
ら
ひ

た
つ
み
や
ひ

旧百間川計画堤防高 H.P＋3.65m

※）H.P（百間川ﾎﾟｲﾝﾄ）＝T.P-0.20m一 般 図 （川側より臨む）

計画河床高 H.P-2.2m 計画河床高 H.P-2.2m

H.W.L H.P＋2.45mH.W.L H.P＋2.45m

百間川計画堤防高 H.P＋3.95m



５．周辺地域の歴史や風土と調和した景観

増築水門は、河口水門の機能性に留意しつつ、「歴史的背景」「岡山県の土木遺産」「周辺

景観」など周辺地域や環境との調和にも配慮したデザインとしました。

表面仕上げは、石碑「既設の水門が

石樋を統合してできた水門」であるこ

とや、「岡山県の土木遺産の特徴とし

て石を使用した構造が多い」ことから、

岡山県特産の『万成石』のイメージを

活かした色合いで割肌仕上げ（ビシャ

ン）としました。

堰柱の形状は、流水抵抗に対する影響が少なく、岡山県の土木遺産の形状に因んだ歴史的

管理橋部では周辺景観への配慮として、

排水管や電線管などの添架物を主桁間

内に収める構造としました。また、主

桁下部表面を目地により陰影処理を行

うことで桁高が低く見える工夫を取り

入れました。

まんなりいし

石張割肌仕上げ

ゲ－ト色（明るいグレ－）

堰柱照明（埋込型）

緩やかな円弧形状

ストレ－トな円弧形状（割肌仕

上げ）

管理用窓（開閉式）

堰柱の形状

予備

凹凸による陰影処理

沖新田開拓の最後の工事「潮止め」が難行し

たが、この時代、水辺の工事をする際に龍神に

人間を水底に沈める「人柱」のならわしがあっ

た。津田永忠の下女の於喜多（おきた）は、自

ら[人柱」となり海を鎮め、工事が完成したと

伝えられている。大鳥居から入って左手に津田

永忠像、正面の本殿の床下に、おきたのものと

言われる祠が、また本殿の裏側におきた姫神社

がある。

背景を継承した石組構造のストレ－ト

な円弧形状としています。あわせて天

井部も緩やかな曲線形状としました。

沖田神社

（岡山市沖元）

〒700-0914 岡山県岡山市鹿田町２丁目４番３６号

TEL(086)223-5101(代表) FAX (086)222-7835

旭川

百間川河口水門

国土交通省 中国地方整備局 岡山河川事務所

事務所ホームページ http://www.okakawa-mlit.go.jp/ 百間川

電線管等の添架物を主

桁内に配置偏心排水桝

管理橋形状


